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昭和56年11月1日

昭
和
五
十
五
年
度
決
算

　
村
政
は
、
皆
さ
ん
の
深
い
ご
理
解
と
御
協
力
に
よ

り
ま
し
て
、
各
行
政
分
野
に
わ
た
つ
て
順
調
に
進
ん

で
い
ま
す
。
』

　
昭
和
五
十
五
年
度
決
算
は
、
九
月
二
十
五
日
か
ら

十
月
二
日
ま
で
の
八
日
問
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
定

例
村
議
会
に
お
い
て
、
常
任
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
、

慎
重
な
る
ご
審
議
を
い
た
だ
き
承
認
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
報
告
い
た
し
ま
す
。

（2）公報こうなん

一
般
会
計
決
算
概
要

防
災
行
政
無
線
を
設
置

　
昭
和
五
十
五
年
度
の
一
般
会
計
は
、

当
初
予
算
十
五
億
三
千
六
百
九
十
七
万

三
千
円
の
規
模
で
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

の
後
四
回
の
補
正
に
よ
っ
て
最
終
予
算

額
は
十
七
億
六
千
五
百
八
十
二
万
九
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
決
算
額
は
、
歳
入
十

七
億
八
千
五
百
八
十
五
万
七
千
九
百
二

十
六
円
、
歳
出
十
七
億
三
千
九
百
六
十

万
一
千
九
百
七
十
三
円
で
歳
入
歳
出
差

引
額
四
千
六
百
二
十
五
万
五
千
九
百
五

十
三
円
と
な
り
ま
し
た
。

Q
し

繰入金

繰越金

分担金及び負担金

諸収入

使用料及び手数料

入
収
金
産
附
財
寄
自動車取得税交付金

地方譲与税

交通安全対策特別交付金

静織金

村　税
　　677，537

　　　37．9％

その他
175，084

　　9．8％

村債
58，300

　3．3％

　歳入
1，785，858

　千円

　
金
07
％

県
出
紹
％

・
支
0
2

国
　
　
4

地方交付税

　392，537
　　22．0彩
麟

農林水産業費

　439，907
＼　25．3％

土木費
331，674

　19．1彩

％
％
％
筋
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な
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乳

費
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費
9
8
費
86
費
2
5

　
8
　
．
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9
『
　
6

会
4
，
防
3
，
債
3
生
6
，

　
　
　
　
　
マ
　
　
　
　
　
　
ワ
ロ

議
4
消
　
公
　
衛
1

　　　歳出
　　　1739，602

　　　千円
総務費
234，418

　13．5彩　教．育費

　　　259，434
＼　　　　14．9彩

民生費
136，0607．8望

そ
の
他
内
訳
｛
難
…
麟
修
費

性　　質　　別

歳　出　内　訳
カッコ内（％）

一…藁

．≡………＝ぞ一の　　他…i
－…三… 168，283，983円…．

『 …≡　　（9．7％）　　…ま

物　　件　　費
　162，668，971円

　　94勉

補　　助　　費
　273，737，908円

（15．7％）
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公報こうなん（3）昭和56年11月1日

水
道
事
業

特
別
会
計

　
昭
和
五
十
四
年
か
ら
昭
和
五
十
五
年

度
め
二
ヵ
年
継
続
事
業
と
し
て
実
施
い

た
し
ま
し
た
第
三
次
拡
張
工
事
は
、
総

額
一
億
五
千
二
十
七
万
三
千
円
余
り
か

か
り
ま
し
た
。
こ
の
工
事
で
小
江
川
地

内
に
増
圧
ポ
ン
プ
場
を
設
置
し
、
こ
れ

に
よ
り
今
ま
で
水
の
出
の
悪
か
っ
た
南

部
高
台
地
区
も
出
が
良
く
な
り
、
村
全

体
の
水
圧
が
均
等
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
特
に
冷
夏
で
あ
っ
た
た
め

と
、
工
場
等
で
の
水
使
用
の
合
理
化
と

節
水
に
よ
り
使
用
水
量
は
余
り
延
び
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た
め
水
道
料
金
の

増
収
も
の
ぞ
め
ず
、
給
水
原
価
二
三

円
八
一
銭
に
対
し
供
給
原
価
一
〇
〇
円

四
一
銭
で
赤
字
経
営
と
な
り
、
水
道
事

業
会
計
も
苦
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
五
年
度
の
決
算
概
要
は
、

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
給
水
戸
数

給
水
人
口

普
及
率

一
日
当
り
配
水
量

一
日
当
り
収
水
量

「
経
費
」

一
一
、
　
一
山
ハ
〇
一
戸

九
、
二
五
五
人

　
九
七
、
七
％

三
、
四
八
三
m

二
、
八
二
一
m

収
益
的
収
入
及
び
支
出

　
収
　
入
　
　
一
四
一
、

，
支
出
　
一
五
三
、

　
差
引
不
足
額
　
一
一
、

九
一
七
千
円

〇
三
〇
千
円

一
一
三
千
円

資
本
的
収
入
及
び
支
出

　
収
　
入
　
　
　
四
一
、

　
支
　
出
　
　
　
六
六
、

　
差
引
不
足
額
　
二
四
、

八
九
九
千
円

七
四
四
千
円

八
四
五
千
円

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計

　
国
保
会
計
の
約
八
十
二
％
を
占
め
る

医
療
費
は
、
前
年
に
対
し
て
十
一
％
の

伸
び
率
を
示
し
て
お
り
ま
し
て
、
歳
入

総
額
二
億
四
千
八
百
二
十
八
万
八
千
二

百
六
十
三
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
歳
出
総
額
は
二
億
九

百
五
十
一
万
四
千
七
百
四
十
八
円
と
な

り
、
歳
入
歳
出
差
引
三
千
八
百
七
十
七

万
三
千
五
百
十
五
円
の
剰
余
金
を
残
し

て
決
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
内
容
に
つ
い
て
み
ま
す
と
、
保

険
税
は
前
年
に
対
し
て
五
・
一
％
増
で

一
世
帯
平
均
六
万
六
千
七
百
八
十
一
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
診
療
費
に
つ
い
て
は
、
一
世

帯
当
り
十
五
万
一
千
五
百
三
円
、
被
保

険
者
一
人
当
り
四
万
九
千
七
百
五
十
九

円
で
、
被
保
険
者
一
人
が
こ
の
一
年
間

に
約
五
回
病
気
に
か
か
り
十
五
日
間
通

院
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
国
保
へ
の
加
入
世
帯
は
年
度

末
現
在
で
一
千
百
五
十
世
帯
、
被
保
険

者
数
は
三
千
四
百
四
十
一
人
で
村
の
人

口
の
約
三
十
六
％
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

来
春
完
成
め
ざ
し

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
建
設

　
第
三
回
臨
時
議
会
が
去
る
十
月
十
七

日
に
開
か
れ
、
江
南
村
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
新
築
工
事
請
負
契
約
の
締
結
議

案
が
原
案
ど
お
の
何
決
誉
れ
ま
し
た
緬
ノ

射霧鯵紺簸態
排
水
処
理
施
設
が
法
の
改
正
に
伴
っ
て

改
善
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

な
っ
た
た
め
、
新
た
に
昭
和
五
十
七
年

三
月
の
完
成
予
定
で
建
設
さ
れ
る
も
の

で
、
極
め
て
衛
生
的
な
近
代
的
施
設
に
・

よ
り
、
効
率
的
な
学
校
給
食
の
運
営
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
施
設
は
、
老
人
セ
ン
タ
ー
「
江

南
荘
」
の
北
側
約
二
、
三
一
五
平
方
メ

ー
ト
ル
の
敷
地
に
建
設
さ
れ
、
建
物
規

模
は
、
鉄
骨
造
平
家
建
、
．
一
部
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
二
階
建
で
、
一
階
に

は
調
理
室
を
は
じ
め
洗
浄
室
、
冷
蔵
室
、

冷
凍
室
、
食
品
庫
や
消
毒
室
、
事
務
室

な
ど
が
順
序
よ
く
配
列
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
二
階
に
は
、
各
種
研
修
会
や
会

議
な
ど
に
使
用
で
き
る
研
修
室
や
給
食

調
理
員
の
休
憩
室
な
ど
が
設
け
ら
れ
ま

す
。　
ま
た
、
排
水
の
処
理
に
つ
い
て
は
、

　
衛
生
的
な
生
活
環
境
を
保
つ
た
め
に
、

土
壌
浄
化
式
の
処
理
施
設
を
設
け
て
万

至川本

醗
学校給食センター10

○老人センタ＿

q青掃センタ．（…の

イ

全
を
期
し
て
お
り
ま
す
。

こ
霧
設
の
完
成
に
よ
っ
て
虜
年

四
月
か
ら
小
中
学
校
の
子
供
達
に
は
、

こ
こ
で
作
ら
れ
た
給
食
が
届
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
、
新
年
度
の
運
営
開
始
が

待
た
れ
ま
す
。

た
の
し
い
給
食
の
時
間

選
挙
人
名
簿
定
時
登
録

　
登
録
者
数

　
定
時
登
録
は
、
毎
年
九
月
一
日
現
在

に
よ
り
、
選
挙
人
名
簿
に
新
し
く
登
録

さ
れ
る
か
た
を
調
査
し
、
九
月
二
日
に

登
録
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
と
き
は

選
挙
時
登
録
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
投
票
区
別
有
権
者
数

　
各
投
票
区
別
の
有
権
者
（
登
録
者
）

数
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

単位人昭和56年9月1日現在

投票区名 男 女 計

第1投票区 598 603 1201，

第2投票区 711 717 1，428

第3投票区 593 607 1200，

第4投票区 718 738 1，456

第5投票区 655 644 1299，
合　計 3，275 3，309 6，584



昭和56年11月1日（4）公報こうなん
毒
馨
錘
盤
馨
馨
馨
馨
婁
馨
騒
醗
馨
馨
獲
犠
藤
馨
欝
雛
襲
欝
馨
嚢
騰

早く

　正しく

　　広範囲に

一防災行政無線一

灘
　照麩聾＿　　　難畿　　　露　　　　。“　　　僻笹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロヤ　　　みんなのひろばは・鰭さんの謹
購叢声や意見でつくるページにいたし灘叢
欝鑛ます。　　　　　　　　　　　　蕪難
難箋身近な話題、行政に対する意見、．難馨
還難　　　　　　　　　　　　　　　　　　繋継難
灘轡など投稿をお待ちしてし構

繊鷺難講2犠
　　〉送り先　江南村大字柴9－1　鍵灘
　　　　　　江南村役場／総務課購
　　〉しめきり毎月10日とします。　灘灘
　　　　　　　　　　　　　　　　蝶繋轟　　〉問い合わせは　総務課広報係　　灘欝
　　　　　　　　　　　　　　，・　　騰霞織蟻

　
こ
の
防
災
行
政
無
線
は
、
明
る
い
村

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
村
民
の
皆

様
に
本
村
行
政
の
お
知
ら
せ
ま
た
は
、

災
害
等
の
発
生
し
た
場
合
や
、
そ
の
お

そ
れ
の
あ
る
場
合
の
対
応
を
早
く
、
正

し
く
、
広
範
囲
に
知
ら
せ
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
・

　
現
在
個
別
受
信
機
を
設
置
中
の
地
区
r

も
あ
り
ま
す
が
、
十
一
月
中
旬
に
は
設

防災こうなん放送室

置
が
完
了
す
る
予
定

で
す
の
で
無
線
施
設

の
運
用
方
法
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。
●
時
報
放
送

　
時
報
チ
ャ
イ
ム
に

よ
り
朝
六
時
、
正
午
、

夜
十
八
時
の
一
旦
二

回
行
い
ま
す
。

●
　
定
時
放
送

　
朝
六
時
五
分
、
昼
十
二
時
五
分
、
夜

十
八
時
五
分
及
び
二
十
時
の
一
日
四
回

行
わ
れ
、
村
の
行
政
に
関
し
住
民
に
周

知
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
、
外
部
機
関

又
は
団
体
等
が
住
民
に
広
報
を
希
望
す

る
場
合
申
込
み
に
よ
り
放
送
し
ま
す
。

　
（
放
送
申
込
み
は
役
場
総
務
課
へ
）

　
放
送
区
域
は
村
全
域
放
送
・
ブ
ロ
ッ

ク
放
送
（
南
・
北
地
区
）
・
各
字
別
放

送
（
昼
間
に
限
る
）
が
可
能
で
す
。

●
　
緊
急
放
送

　
災
害
そ
の
他
緊
急
を
要
す
る
事
態
が

発
生
し
、
又
は
予
測
さ
れ
る
と
き
に
放

送
し
ま
す
。

　
開
局
い
た
し
ま
し
た
防
災
行
政
無
線

は
、
現
状
で
は
必
ず
し
も
充
分
で
な
い

部
分
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
経

過
を
見
て
皆
さ
ん
の
ご
期
待
に
添
う
よ

う
努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
さ
か
だ
ち
）

（
農
家
）

6年　酒井増美（県美術教育連盟長賞）彦

よ
い
こ
の
作
品

（
南
小
学
校
）

　
　
　
　
（
よ
う
ち
園
）

陽
閣

田

砕
調

（
う
し
）

3年1年　かみや

＼

）

）
）
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第3回江南柔道大会

15名の選手が優秀選手に

　
第
三
回
江
南
柔
道
大
会
が
十
月
十
八

日
（
日
）
九
時
三
十
分
よ
り
江
南
村
民

体
育
館
に
於
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
年
々
参
加
者
が
増
え
て
い
る
こ
の
大

会
、
今
年
度
は
熊
谷
工
業
高
校
柔
道
部

を
お
迎
え
し
て
「
講
道
館
投
の
形
」
の

模
範
演
技
が
行
わ
れ
、
大
会
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

　
試
合
は
、
小
学
一
年
よ
り
勝
ち
抜
き

試
合
の
よ
う
す

試
合
を
行
い
、
次
の
選
手
が
優
秀
選
手

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
小
学
三
年
　
竹
沢
直
樹
　
下
林
由
里

　
　
　
　
　
　
川
島
邦
彦
　
持
田
哲
男

　
　
　
　
　
　
大
久
保
幸
治

　
小
学
四
年
　
水
野
和
美
　
水
野
順
一

　
　
　
　
　
　
小
柴
俊
一
郎

　
小
学
五
年
　
野
村
綾
子
　
笠
原
裕
一

　
小
学
六
年
　
小
柴
麻
子
　
永
倉
尚
記

　
中
学
一
年
　
柴
　
正
明
　
市
川
一
彦

　
中
学
二
年
　
長
倉
　
透

　
　
江
南
村
柔
道
愛
好
会
で
は
、
会

旗
を
作
り
ま
す
の
で
皆
さ
ん
か
ら

図
案
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
奮

　
っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
採
用
し
た
場
合
は
、
記
念
品
を

　送ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

酬酬
．
　
　
　
江
南
村
柔
道
愛
好
会
，
削

力酬
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忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
バ
イ
ク
の
自
賠
責
保
険

つ
い
う
っ
か
り
で
は

　
　
　
済
ま
さ
れ
な
い

　
い
ま
走
っ
て
い
る
モ
ー
タ
ー
・
バ
イ

ク
十
台
の
う
ち
二
台
が
無
保
険
（
無
共

済
）
1
あ
な
た
の
バ
イ
ク
は
保
険
や

共
済
に
加
入
し
て
い
ま
す
か
。

　
自
動
車
や
自
転
車
と
は
一
味
ち
が
っ

た
便
利
さ
が
受
け
て
、
モ
ー
タ
：
・
バ

イ
ク
の
利
用
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
モ
ー
タ
ー
・
バ
イ
ク
の
普

及
と
と
も
に
増
加
し
て
い
る
の
が
、
人

身
事
故
で
す
。
万
一
、
事
故
を
起
こ
す

と
、
被
害
者
は
も
と
よ
り
加
害
者
も
、

精
神
的
に
も
物
質
的
に
も
大
き
な
打
撃

を
被
り
ま
す
。
ま
し
て
や
無
保
険
・
無

共
済
で
死
傷
事
故
を
起
こ
し
た
ら
大
変

で
す
。
損
害
賠
償
の
た
め
、
一
生
、
借

金
に
追
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
万
一
、
人
身
事
故
を
起
こ

し
た
場
合
、
損
害
賠
償
を
ス
ム
ー
ズ
に

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
モ
ー
タ
ー

・
バ
イ
ク
保
有
者
は
損
害
保
険
会
社
の

自
賠
責
任
保
険
（
自
動
車
損
害
賠
償
責
任

保
険
）
か
、
農
協
の
自
動
車
共
済
の
と

ち
ら
か
へ
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
法
律
に
よ
っ
て
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
る
も
の
で
、
無
保
険
・
無
共
済

の
ま
ま
モ
ー
タ
i
・
バ
イ
ク
に
乗
る
と

六
ヵ
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
五
万
円
以

下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

違
反
点
数
は
六
点
と
な
り
、
免
許
停
止

の
処
分
を
受
け
ま
す
。

　
モ
ー
タ
ー
バ
イ
ク
に
は
車
検
制
度

が
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
一
度
加
入
し

て
い
で
も
期
限
ご
と
再
契
約
を
忘
れ
が

ち
で
す
。
現
在
、
全
体
の
約
二
割
が
無

保
険
・
無
共
済
の
ま
ま
走
っ
て
い
ま
す
。

　
モ
ー
タ
ー
・
バ
イ
ク
を
お
持
ち
の
み

な
さ
ん
、
い
ま
一
度
ご
確
認
を
ー
。

　
保
険
料
・
共
済
掛
金
は
、
一
年
契
約

の
場
合
五
千
三
百
円
、
二
年
も
の
が
六

千
六
百
五
十
円
、
三
年
も
の
は
七
千
九

百
円
で
、
長
期
契
約
ほ
ど
割
安
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
加
入
の
申
し
込
み
は
、
最
寄
り
の
損

害
保
険
会
社
か
そ
の
代
理
店
（
モ
：
タ

ー
・
バ
イ
ク
店
、
自
転
車
店
な
ど
）
、

農
協
で
ど
う
ぞ
。
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おしらせいちぱ

間い合わせは　　　　●

詳しくは、（　　）内に問い

合わせてください。
手隻　　　　　　　場　（36）　1　5　2　5

体　育　館（36）5468
浄　水　場（36）4740
老人センター（36）5600
清掃センター（β6）5745

　　i　“年末資金手当は

　　i　　　お早めに”
　　1　　　一国民金融公庫一

　　：　　　　　　　　　く
　　i　国民金融公庫では、年末の事業
）　　i資金のお取扱いを行っております。

　　i例年、年末は窓口が大変混雑いた

　　iしますので、年内に融資をご希望
勺！　I
　　i・の方はお早目にご相談ください。
　　i早目のお申込みでもご融資の時期
　　iにつきましては、ご希望の時期に
　　iあわせてご融資することができま

　　iす。
　　i　ご融資限度額などは次のとおり

　　iです。
　　i　Oご融資額　1，800万円以内（設備

　　i　　　　　資金は2，700万円以内）
　　l　Oご融資期間　運転5年以内、設

　　i　　　備7年以内
　　iO利 率年8．3％
　　i　このほか業種やお使いみちに応
　　：じた融資制度もあります。

　　i会へご相談ください。

　　i
　　i第1回バトミントン大会

　　i日時一一一昭56年11月15日、8時30分
’）　i会場…一一江南村民体育館

　　i参加資格一…一江南村在勤・在住者
』
） 〆　　1

　　：試合形式……年齢別ダブルス
　　　参加費一…一1チーム（400円）
　　i申し込み……江南村教育委員会
　　1　　　　　　（体育館）へ参加費を

　　i　　　　添えて11月12日までに。

　　　詳細は、国民金融公庫熊谷支店
　　　（電話21－2731）または、商工

i　税を知る週間　　i
i毎日の生活と深いつながりを持i

iっている税金にっいて・皆さんにi
：その仕組みや使いみちなどを正し　：

iく理解していただくため、ことし　i
iも11月11日（水）から17日（火）ま　i

iで「税を知る週間」を実施いたし　i

iます。　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　ロi　熊谷税務署では、八木橋7階に　i
iおいて11月12日（木）から14日（土）　l

iまでの問、税務相談所を開設する　i

iほか、中学生の税に関する書道展　i
iの開催を予定しております。
1　熊谷税務署代表電話（21）2905　i

i
i　年末調整等説明会のお知らせ　　1

i　　　　　　　　　　　：
i　給与所得者の所得税は、年末に　：

iその年中の給与の支給総額に対す　，

iる正規の年税額との不足額を精
i算することになって拾ります。こ

1し繰り出席されますようお知らせ　l
iします．

i
i
iI
…

i　については、後日、決算説明会　i

i　に合わせて行われます。

iのことを「年末調整」といいます　i
iが、こ．の説明会が次の日程で行わ　i

iれます。案内を受けた方は万障差　i

i（注）個人事業者（青色申告）の方i

開催月日 曜日 開始時刻 会　場　名

11月11日 水
9時30分

熊谷市立勤労会館

石原、赤城神社隣）

13：30

11月12日 木
9：30

13：30

衛生関係行事予定
（住民課）

三種混合予防接種

日時一一』11月17日　午後1時から　，

場所一一村民体育館
対象一…一1期昭54．7．1～54．12．31生’

　　2期昭53．7。1～53．12．31生，

インフルエンザ予防接種

　日時一一…11月26日　午後1時から
i場所・…一村民体育館

　対象一一一…昭52．4．2～53．4．1生

i　献血にご協力を
，日時・…一12月15日午後1時～3時・：
i場所一一…母子健康センター

　　不用犬収集　 i
日程一一…11月9日　　　　　　　i
場所・…一一下記の日時場所による　　i

農業教育センター9．30～9．40　i
静簡院入口　　　9．45～9。55　i

野原青木仲吉さん裏10．5～10．15　i

江南農協南支所　10．25～10．35　i

板井小林商店前　10．40～10。50　i
三本あずまや前　11．00～11．10　i

江南農協　　　　11．15～11。25　i

御正中島商店　　11。30～11．40　i
江南村役場　　　11．50～12．oo　i

　
埼
玉
県
大
宮
住
宅
相
談
所
で
は
、
住

宅
問
題
で
い
ろ
い
ろ
困
っ
て
い
る
方
々

の
た
め
に
、
公
営
住
宅
の
入
居
、
公
社

分
譲
住
宅
の
相
談
を
は
じ
め
、
家
を
建

て
た
り
、
土
地
を
買
う
と
き
の
手
続
き
、

ま
た
は
住
宅
建
設
・
購
入
の
た
め
の
資

金
融
資
、
借
地
借
家
関
係
、
不
動
産
取

り
引
き
で
事
前
に
注
意
す
る
こ
と
や
、

ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
、
登
記
・
税
金
問
題

な
ど
住
宅
に
関
蛮
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
の

で
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

《
相
談
の
日
時
》

〇
一
般
相
談
　
毎
週
火
曜
日
～
日
曜
日

　
　
　
　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
六
時

O
法
律
相
談
　
毎
週
土
曜
日

　
　
　
　
　
　
午
後
一
時
～
五
時

O
税
務
相
談
　
毎
月
第
二
土
曜
日

　
　
　
　
　
　
午
後
一
時
～
五
時

O
住
宅
金
融
公
庫
融
資
相
談
　
毎
月
第

　
一
金
曜
日
午
前
十
時
～
午
後
五
時

《
相
談
方
法
》

○
直
接
相
談
所
に
お
い
で
に
な
る
か
、

　
電
話
ま
た
は
郵
便
で
も
受
付
け
ま
す
。

○
各
種
参
考
資
料
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

○
相
談
所
は
、
す
べ
て
無
料
で
す
。

○
詳
し
く
は
、
〇
四
八
六
吻
一
七
五
四

　
大
宮
住
宅
相
談
所
へ
、

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

住

宅

相

談
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いちば

臨時職員募集

　　一村民体育館

　江南村教育委員会では、村民体
育館で働いていただく臨時職員を
募集しています・

　職種は、管理的業務（夜間、日
曜日、土曜日の午後等体育館を開

放する時勤務）若干名、体育館の

清掃を行う方2名。
　お問い合せは教育委員会へ

　　みんなで歩こう！

第7回村民歩け歩け大会

期日一・一一11月23日（祝日）．

時間……南小学校8時30分）
　　　　（帰着午後2時予定）

コースー…一南小学校～板井～塩一

　　　　地獄沼～新沼一保泉寺～

　　　　ポンポン山～須賀広～南

　　　　小学校
注意一一一●参加者は、当日南小学校

　　　へ時間までに集合ください。

　　　●雨天の場合は中止

国際障害者年記念

アメリカ・デフ・シアター公演

一ことばを超えた心の演技一

　アメリカ・デフ・シアターは、

耳の不自由な排優たちを中心とす

るアメリカ演劇界最高のトニー賞

に輝くプロの劇団です。また女優
の黒柳徹子さんの特別出演により

楽しい舞台となります。

日時…昭和56年12月12日午後6時
　　　30分開演

会場…埼玉県熊谷会館
公演…「ギルガメシュ物語」一英雄

　　　たちの友情と冒険
　　　「N　TD西部へ行く」一愉快

　　　な西部劇パロデー
料金…A3，000円．B2，500円．C1，500円

お問い合せ…熊谷会館23－2535へ

話題のひろば

　　　体育功労者を表彰

●江南村体育協会

　江南村体育協会では、今年度から江南村の体育振興に功績のあった
功労者及び優秀選手の表彰を行うこととなり、10月10日村民体育祭の

席上次の方々の表彰を行いました。

　　　　　坂田豊一さん（ソフトボール発展に尽力）
　　　　　㈱石坂清一さん（江南村体育発展に尽力）
　　　　　小　島　栄　司さん（レスリングで国体出場）
　　　　　野　口　美　紀さん（県長距離記録会中学3位）

　　　　　渡辺由紀さん（県中学陸上記録会3位）

み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う

赤
い
羽
根
共
同
募
金

共
同
募
金
の
事
業
は
、
皆
さ
ん
も
す

で
に
ご
承
知
の
と
お
り
、
地
域
の
社
会

福
祉
を
た
か
め
る
活
動
は
も
と
よ
り
、

保
育
所
や
老
人
ホ
ー
ム
等
の
施
設
の
充

実
、
身
障
者
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
母
子
福

祉
な
ど
の
福
祉
団
体
の
育
成
な
ど
、
数

多
く
の
福
祉
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
と
し
も
十
月
一
日
か
ぢ
一
ヵ
月
間

共
同
募
金
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
目
標
額
を

上
ま
わ
る
募
金
が
得
ら
れ
、
十
月
末
日

共
同
募
金
会
事
務
局
へ
送
金
い
た
し
ま

し
た
。

　
こ
こ
に
募
金
結
果
を
報
告
し
て
、
ご

協
力
く
だ
さ
っ
た
地
区
役
員
さ
ん
や
村

の
皆
さ
ん
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
十
二
月
に
は
歳
末
た
す
け
あ

い
募
金
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

昭
和
五
十
六
年
度
共
同
募
金
結
果

成
　
沢

三
　
本

上
新
田

上
押
切

下
押
切

樋
春
北

樋
春
南

御
正
新
田

須
賀
広

野
　
原

小
江
川

　
塩
板
　
井

　
柴
千
　
代

試
験
場

療
養
所

合
　
計

一
二
八
、
五
二
〇
円

五
二
、
　
一
五
〇
円

二
一
、
四
二
〇
円

三
一
、
九
六
〇
円

二
二
、
七
八
○
円

三
〇
、
六
〇
〇
円

　
一
九
、
七
二
〇
円

九
六
、
八
O
O
円

　
二
八
、
一
五
〇
円

三
六
、
七
二
〇
円

八
O
、
九
二
〇
円

　
一
六
、
六
六
〇
円

四
九
、
〇
六
〇
円

　
一
五
、
九
八
○
円

　
三
一
、
二
八
○
円

　
一
、
七
〇
〇
円

　
四
、
○
O
O
円

六
六
八
、
四
二
〇
円
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農
用
地
の
除
外
受
付
．

　
　
　
　
十
二
月
二
十
日
ま
で

　
農
地
を
転
用
（
農
地
以
外
の
も
の
に

す
る
こ
と
）
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
ま

ず
そ
の
農
地
が
農
用
地
区
域
で
あ
る
か

ど
う
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
農

用
地
区
域
で
あ
る
な
ら
ば
除
外
の
手
続

を
取
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
除
外

受
付
は
年
一
回
十
二
月
二
十
日
を
締
切

り
と
し
て
役
場
産
業
課
で
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　
申
請
さ
れ
る
方
は
、
所
定
の
除
外
願

に
次
の
書
類
を
添
付
し
て
窓
口
ま
で
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
除
外
が
認
可
さ
れ
る
ま
で
に

は
相
当
の
日
数
が
か
か
り
、
除
外
認
可

さ
れ
る
も
の
は
公
共
用
施
設
・
私
立
の

幼
稚
園
・
農
業
用
施
設
・
農
家
住
宅
・

農
家
分
家
住
宅
だ
け
に
定
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
の
で
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

　
添
付
書
類

一
、
変
更
後
の
使
用
目
的
に
か
か
る
資

　
料
（
役
場
産
業
課
）

二
、
土
地
登
記
簿
謄
本
（
法
務
局
）

三
、
公
図
の
写
し
（
法
務
局
文
は
役
場

税
務
課
）

四
、
配
置
図

五
、
案
内
図

六
、
戸
籍
謄
本
等
（
役
場
住
民
課
）

七
、
農
家
証
明
（
農
業
委
員
会
）

　
詳
し
い
こ
と
は
役
場
産
業
課
へ
お
問

ハ
含
ぜ
く
だ
さ
い
。

㎝
農
地
相
談
　
一
“

鞘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轄

　
私
は
少
し
ば
か
り
の
農
地
を
耕
作
し

て
お
り
ま
す
。
老
齢
に
な
っ
た
こ
と
で

も
あ
り
、
そ
の
農
地
の
一
部
を
分
家
し

て
い
る
私
の
弟
に
贈
与
し
よ
う
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
そ
の
弟
は
少
し
も
耕
作
．

し
て
お
り
ま
せ
ん
。
■

　
こ
の
よ
う
な
場
合
、
農
地
の
贈
与
は

認
め
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
お
こ
た
え
し
ま
す

　
農
地
の
所
有
権
を
移
動
す
る
場
合
に

は
、
知
事
ま
た
は
農
業
委
員
会
の
許
可

を
受
け
な
い
で
し
た
所
有
権
の
移
転
は
、

無
効
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
許
可
に
つ
い
て
は
法
律
で
許
可

基
準
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
農
地
を
取

得
し
よ
う
と
す
る
者
が
取
得
し
た
後
に

お
け
る
経
営
面
積
が
埼
玉
県
で
は
五
〇

ア
ー
ル
に
達
し
な
い
場
合
は
、
許
可
で

き
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

）

）

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
所
有
権
移
転
に
対

す
る
許
可
は
、
売
買
に
限
ら
ず
贈
与
に

よ
る
場
合
も
当
然
必
要
で
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
農
地
の
贈
与
を
受
け
た

結
果
、
受
贈
者
の
経
営
面
積
が
五
〇
ア

ー
ル
以
上
と
な
ら
な
い
場
合
に
は
許
可

さ
れ
ま
せ
ん
。

　
次
に
、
遺
言
に
よ
っ
て
農
地
の
所
有

権
が
移
転
す
る
（
通
常
遺
贈
と
い
う
）

の
に
は
、
特
定
遺
贈
と
包
括
遺
贈
と
の

二
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
特
定
遺
贈
と
は
、
遺
言
で
具
体
的
な

農
地
を
定
め
て
遺
贈
す
る
こ
と
を
い
い

包
括
遺
贈
と
は
、
具
体
的
な
農
地
を
定

め
ず
、
遺
産
の
何
分
の
一
と
い
う
遺
産

に
対
す
る
割
合
を
定
め
て
遺
贈
す
る
こ

と
を
い
い
ま
す
。
こ
の
両
者
の
う
ち
特

定
遺
贈
に
つ
い
て
は
、
農
地
法
の
許
可

を
要
す
る
と
解
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

包
括
遺
贈
に
つ
い
て
は
、
許
可
を
要
し

な
い
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
特
定
遺
贈
の
場
合
に

は
、
許
可
を
要
し
ま
す
か
ら
、
生
前
の

贈
与
と
同
様
に
五
〇
ア
ー
ル
以
下
の
場

合
に
は
認
め
ら
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
Q
　
墨

　
　
　
　
　
　
　
　
栖

　
　
　
　
蠣
，

／

季
節
の
話
題

　
　
　
　
　
　
自
動
炊
飯
器
を
上
手
に
使
っ
て

　
自
動
炊
飯
器
が
普
及
す
る
前
は
、
ど

こ
で
も
、
お
か
ま
や
文
化
ナ
ベ
で
御
飯

を
炊
い
て
い
た
も
の
で
す
。
あ
る
消
費

者
団
体
は
、
文
化
ナ
ベ
、
ガ
ス
炊
飯
器
、

電
気
炊
飯
器
、
電
子
ジ
ャ
ー
つ
き
炊
飯

器
で
、
同
量
の
米
を
炊
き
、
食
べ
比
べ

て
味
覚
テ
ス
ト
を
試
み
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
一
番
好
評
だ
っ
た
の
は
、

文
化
ナ
ベ
で
炊
い
た
御
飯
で
、
そ
の
他

は
加
熱
不
足
で
硬
い
、
水
っ
ぽ
い
と
い

う
感
想
が
多
く
で
ま
し
た
。

　
味
の
差
の
原
因
は
、
文
化
ナ
ベ
で
、

摂
氏
百
度
で
二
十
分
炊
い
た
の
に
、
自

動
炊
飯
器
は
二
十
分
た
た
な
い
う
ち
に

ス
イ
ッ
チ
が
切
れ
、
加
熱
不
足
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
こ
で
、
電
気
が
ま
な
ど
は
、
ス
イ

ッ
チ
が
切
れ
て
か
ら
、
も
う
一
度
ス
イ

ッ
チ
を
入
れ
直
し
て
、
さ
ら
に
十
五
分

蒸
ら
し
、
ガ
ス
が
ま
の
場
合
は
、
ガ
ス

の
力
を
弱
め
、
炊
飯
時
間
を
三
十
二
分

ま
で
の
ば
す
、
と
い
う
方
法
で
炊
い
た

と
こ
ろ
、
味
は
グ
ン
と
ア
ッ
プ
し
て
、

文
化
ナ
ベ
の
御
飯
の
味
弓こ
近
づ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
量
は
○
、
ニ
リ
ッ
ト
ル
、

○
、
六
リ
ッ
ト
ル
、
一
リ
ッ
ト
ル
を
そ

れ
ぞ
れ
炊
い
た
結
果
、
何
を
使
っ
た
場

合
も
、
○
、
六
リ
ッ
ト
ル
炊
い
た
時
が

一
番
お
い
し
“
と
、
意
見
が
一
致
し
ま

し
た
。
。

　
便
利
な
自
動
炊
飯
器
の
使
い
方
も
ひ

と
く
ふ
う
し
て
、
新
米
を
よ
り
お
い
し

く
召
し
上
が
っ
て
下
さ
い
。

　
　
出
題
九
段
武
宮
　
正
樹

　
　
　
白
先
　
黒
死
七
手
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
●
ヒ
ン
ト
…
ダ
メ
ヅ
マ
リ
を
ね
ら

　
　
　
っ
て
押
す
手
な
し
に
す
る

、
團
削削

●●
○●

5
分
で
解
け
れ

れ
ば
2
段

10

分
で
解
け

れ
ば
1
級

前
号
の
正
解

　
ク

こ）信

’●①④

　②●
6

〈
正
解
〉
白
1
④
ハ
ネ
が
ト
筋
で
、

罫
筋
。
白
1
で
3
は
黒
5
で
ダ
メ

続
く
3
も
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